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ていると言える。第二に、発話の改まり度 (スタイル)に応じて (横軸)、 全社会
図1 ニューヨーク市英語の母音直後の(r)発音における社会階層とスタイ






























































































































































13)lLl前の音声が ll■llの場合 (例 うがい)
(4)漢語で直前に形態素境界のある場合 (いち+がつ)







































体の内部格差 (MlrOy 1980)、話者 ―人一人の社会生活におけるアイデンティティ
の表出行為 (I e´ Page&Tabourct Keler 1985)や特定社会集団 (例えば、暴走族・マ
スコミ関係)への帰属を主張する「社会的実践J(Eckcrt 2000)などに||をいjける「質
的J観点を従来の計量的分析に融合するアプローチが唱えられてきた (Coatcs&
























表1 増毛町における「浜ことば」。「新方言Jの項目例 (池上他 1977よリー 部抜粋)
浜ことば

















































ネコ|(ネ|コ)、 ウチワ|(ウチ |ワ)、 セナ |カ
ナカ)、 カラ|ス (力 |ラス)
オキレ (起きろ)、 ナクシナイ (無くさない)、 イ
クベ (勧誘)(行こう)、 コイバ・コレバ (来れば)
ナンボ (いくら)、 ヤワイ (柔らかい)、 イタマシー
(1青しい)、カシガル (何iく )、カツケル (け「を人に)




























高野 (2011)は、札幌市中央区山鼻で20年前に行われた先行研究 (4 野ヽ 1991,

















卜類型 (共通語型)と具体例 (高野 2011)




















話者が一名いた (図4、 64歳女性 yh)。当該話者に関してインタビューで知 り得た






























































指摘できる (cF Nにho 1ヽ980,1983′rakan。2000,a)ol).
生涯変化は、個々の話者の社会生活の内容 (本卜会l tlなど)、 地元との結びつきの

















して再解釈が行われている (Eckert&McConncl卜Gllct 1992.I]ckert&Rickford 20()1).
バリエー ション〕「究の新たな展開
日常生活の中で類似の社会文化活動・信条・価値観および言語運用を共有す
る住民 (話者)たちは、日常の社会的実践を1■して自己実現の場 (Coinn.lll■y of
Prac ice)を共有し、その中である特定のバリエーションは何らかの社会的意味
を与えられ、自己または所属集団の社会的アイデンティティーの話Fとして誇示・








































































































































1997):ネゴ (猫)・セナガ (背中)・ニセゴ (ニセコ)・言ったゴト (事)に・
陰にカグレテ (隠れて)など
(2)「語頭以外の夕行子音の有声化」(池上他1977,北海道方言研究会1978,国研




























































人物背景    幼少時代   グローバル化    農業
図749歳男性自営農主の談話音声における語頭以外
の夕行子音有声化X話題
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